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いつも「もう一つの家ややさん」を応援して頂きありがとうございます。おかげさまでオープンまであと 1

か月、改修工事は順調に進んでおります。 

さて、応援してくださる皆様に、少しでもややさんの事をお伝えできればと思い、年に 4 回季節のお便り

風に「ややさんつうしん“こちら末広町 88 番地”」を発行します。これはややさんの住所ですが、気のい

いおうちである上に、末広がりで 88 というとても縁起がいいということでタイトルにしました。 

そんな素敵な場所から生まれる日常を今後お伝えしていきますので、どうぞお楽しみに！ 

 

 

      

今からオープンするややさんには「もう一つの家」という名前がついていますが、それは日本財団の「もう

一つの家プロジェクト」に採用されたことに始まります。 

「もう一つの家」とは、病院でも家でもない、住み慣れた馴染みのある場所で、人生の最期の日までその

人らしく暮らせる「とも暮らし」のできる家のことです。そして、“北陸初”のホームホスピスとなります。 

このプロジェクトはなんと“全国初”のプロジェクトであり、実は建物が完成したら終わりというものでは

ないのです。プロジェクトの最終目標は「地域づくり」であり、1年目は場所を作り、そして 2年目 3年目

は「地域づくり」を行うことになっています。 

地域づくりを楽しみながら、ややさんの取り組みが全国のスタンダードになるよう頑張りたいと思います。 

 

 

      

本来なら 6 月にオープンしていたややさんですが、昨今の社会情勢により工事の着工が大幅に遅れて

しまいました      しかし、9月オープンに向け、暑い中毎日大工の皆さん、がんばってくださっています！ 

時々お邪魔させて頂き「おおー」と、感嘆の声をあげています。完成が非常に楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

ややさんの設計段階では、ああしたい、こうしたいという夢や希望を想い巡らせていましたが、この社会

情勢による建築費高騰で、残念ながらいくつか諦めなければいけなくなりました。 

しかし、どうしても譲れなかったのが入浴設備です。お風呂の設備をしっかり整え、寝たきりの方も、地域

の入浴困難な方にもご利用頂き、ゆったりとお風呂に入り、リラックスして頂きたいのです。そして、最期

の日まで可能な限り入浴をお手伝いしたいのです。 

そこで私たちは 6月 23日より「クラウドファンディング」に挑戦する事にしました！ 

目標金額は 630万円ですが、全国の方々からご支援

を頂き、おかげさまで 7 月 16 日に目標を達成するこ

とができました。 

しかし、クラウドファンディング終了は 8月 12日（金）

11 時です。そこで、もう一つ大切にしたい“眺めの庭”

や“各居室のウッドデッキ”の整備の為に、私たちは

「ネクストゴール」を 1，000 万円とし挑戦を続けるこ

とにしました！ 

終了まであと少しですが、是非とも皆様のご支援を頂

けましたら幸いです。 

北陸初のホームホスピスです。 

皆様どうぞよろしくお願いいたします。 

◆ご支援方法◆ 

 

 

 

 

  

 

  

 

     柳田 邦男 様（ノンフィクション作家） 

     秋山 正子 様（認定 NPO法人マギーズ東京センター長／白十字訪問看護ステーション統括所長） 

     市原 美穂 様（全国ホームホスピス協会理事長） 

     山崎 亮 様（コミュニティデザイナー） 

     小田 豊二 様（聞き書き作家） 

     谷川 俊太郎 様（詩人） 

     町永 俊雄 様（福祉ジャーナリスト） 

     加藤 篤  様（NPO法人日本トイレ研究所 代表理事） 

     覚 和歌子 様（作詞家／詩人） 

     村上 八千世 様（絵本作家） 

     佐々木 淳 様（医師／医療法人社団悠翔会理事長・診療部長） 

     きたがわ めぐみ 様（絵本作家） 

     金田 朋子 様（声優） 

 

工事中で今は寂しい玄関です。

この玄関横にスロープを付け、車

椅子の方ももう一つの玄関から

出入りできるようになります。 

産後ケアで使っていた通称「ピン

クの部屋」。 

押し入れを外し、腰窓は掃き出し

窓に変わりました。 

全国からいろんな方がお泊りになっ

た通称「赤の間」。 

朱の壁や天井の良さをそのまま残し

ここにも掃き出し窓がつきました。 

ユニットバスが入りました      

寝たきりの方もゆったりと入

れるよう、シャワートロリーも

導入します。 

階段奥はトイレで

した。ここは、洗濯

室に変わります。 

「「もう一つの家ややさん レディフォー」と検索、又は QRコードからお願いします。 

※インターネットでのご支援が難しい方は「代理支援」を行っております。 

    お気軽にご相談ください。 

これまで親交のあるたくさんの方々から応援メッセージを頂きました 

※応援メッセージは上記クラウドファンディングの
「新着情報」でご覧頂けます。 
又、ご支援頂きました皆様の応援メッセージも
私達の力になっています。ありがとうございます！ 



もう一つの家「ややさんつうしん」第 1号  令和 4年 8月 

●は運営中  ●は開設準備中  ●は開設準備中の研修修

 

      

ホームホスピスが初めて誕生したのは 2004年宮崎市の「かあさんの家」です。 

そこから高齢社会化が進み、ホームホスピス設立の動きは九州から西日本、東日

本へと広がり、令和 4年 4月 1日現在、ホームホスピスは 64軒にも増えました。 

しかし、地図を見てわかるように、初めてホームホスピスが設立されてから

18年にもなりますが、北陸はもとより日本海側はほぼありません。 

つまり、今回のややさん誕生はとても意味のあることで全国から 

注目を浴びています。 

「北陸にホームホスピスを！」と想い続けて 

8年。ようやく願いが叶います。 

 

 
 

      

当法人も会員となっている全国ホームホスピス協会では、毎年「ホームホスピス実践者育成塾」を開催

しています。「もう一つの家ややさん」がオープンするという事で、今年の育成塾は小松市公会堂で開催

されました。全国より約 35名（※ややのいえからも 6名）の現地参加と Zoom参加も含め、多くの方が

2日間にわたって学びを深めました。 

理事長の榊原は、「うんこ文化センターおまかせうんチッチ」の代表でもあり、ただ出すだけの排泄ケア

を改善しようと、日頃から排泄に関する人材育成に力を入れています。この育成塾では「気持ちよく出す

排便ケア」の講師として毎年お話させて頂いています。 

※ややのいえ・・・ややさんになるおうちはもともと「コミュニティスペースややのいえ」として活用していました。「訪問看護ステーションやや

のいえ」など複数の事業を行っていましたが、総称して「ややのいえ」と呼んでおります。 

 

 

 

 

 

 
※氷室饅頭・・・日本ではまだ製氷の技術が無かった頃「氷室」という小屋に冬場に積もった天然の氷（雪）を貯めて 

初夏まで保管していたのですが、その氷室と深い繫がりがあるお饅頭です。無病息災を願う縁起菓子です。 

 

      

「コミュニティスペースとんとんひろば」にて令和 4年度の通常総会が開かれました。 

令和 3 年度の決算報告及び令和 4 年度の事業計画についてご出席の

皆様より承認を頂きました。 

今年度はややさんの運営と共に、地域づくり事業が始まりますので、 

その内容についてパワーポイントを使いご説明させて頂きました。 

 

 

 

 

 

       

― イノベーションは続く！暮らしの保健室＆おまかせうんチッチ＆ホームホスピス ― 

「暮らしの保健室」も「おまかせうんチッチ」も「ホームホスピス」も地域から生えてきたと言わ

れる活動です。コロナさんに影響されつつも、さまざまな工夫で歩み続けています。 

暮らしの中にあるその活動の生みの親である秋山正子さんと市原美穂さんを

お迎えして、榊原がナビゲーターをつとめさせていただき、「イノベーション」を

テーマに地域の耕し方、構想を実現してきた道のりについて語り合います。 

暮らしの保健室やおまかせうんチッチやホームホスピスに関心をお持ちの方、

どなたでも大歓迎です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■9月 23日(金・祝) 

開所式 10：00～11：00 

■9月 24日(土)  

コンサート 13：30～15：30 

日    時：2022年 8月 8日(月) 19時～21時 

開催方法：ZOOMを使用したオンライン形式( ) 

【ZOOM入室情報】 

トピック: ホームホスピスこまつ発オンライン「いのちの学校」No.１ 
時  間: 2022年 8月 8日 07:00 PM 
Zoom ミーティングに参加する 
https://us02web.zoom.us/j/83870801735... 
ミーティング ID: 838 7080 1735 
パスコード: 839305 

参加費
無料 

生と死の文化を豊かにする ―魂のいちばんおいしいところ― 

日時：9月 24日(土) 13：30～15：30（13:00開場） 

場所：称名寺（小松市西町 96） 

ゲスト：Diva（ピアノ 谷川賢作、ヴォーカル makoring、ベース 大坪 寛彦） 
      覚 和歌子（詩人）  特別ゲスト 谷川 俊太郎（詩人）※ビデオ出演 

チケット：【前売兼】大人 3，000円／学生 1，000円 
【当日券】大人 3，500円／学生 1，500円 
※小学生以下無料 

先着 
50名
無料 

お申込みは 
こちらから→ 

ややさんの入居をご希望

の方はご相談下さい。 
 

0761-48-4988 

7月 1日といえば・・・ 

「氷室の日」。 

全国の皆さんに召し上がって頂こうと“氷室饅頭”の差し入れをしました。 

そして、芝寿しさんの「朔日弁当」の日という事で、昼食におすすめしました。 


